
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 
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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
各
国
に
お
い
て
難
治
性
て
ん
か
ん
治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
大
麻
か
ら
製
造
さ
れ
た
医
薬
品
に
つ
い
て
、
我
が
国

に
お
い
て
薬
事
承
認
を
受
け
た
場
合
に
備
え
て
、
そ
の
製
造
や
施
用
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
免
許
制
度
等
の
流
通
管
理

の
具
体
的
仕
組
み
を
適
切
に
運
用
す
る
こ
と
。 

二
、
小
児
の
て
ん
か
ん
患
者
に
関
し
て
、
発
作
時
の
介
助
、
急
な
発
作
に
備
え
た
生
活
環
境
整
備
等
に
つ
い
て
の
患
者
本
人
や

家
族
へ
の
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。 

三
、
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
が
大
麻
草
の
栽
培
に
用
い
る
種
子
等
の
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
の
含
有
量
の
基
準

や
濫
用
に
よ
る
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
し
な
い
量
と
し
て
定
め
る
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
の
製
品
中
の
残
留

限
度
値
に
つ
い
て
は
、
米
国
や
欧
州
の
基
準
等
を
参
考
に
合
理
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
。 

四
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
の
残
留
限
度
値
を
担
保
す
る
た
め
、
そ
の
検
査
法
や
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
明
確
か



つ
実
効
性
が
あ
り
、
事
業
者
に
よ
る
対
応
が
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
。 

五
、
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
を
使
用
し
た
製
品
に
つ
い
て
、
安
眠
等
の
機
能
を
過
度
に
強
調
し
た
広
告
で
消
費
者
が
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
監
視
指
導
を
行
う
こ
と
。 

六
、
大
麻
草
を
活
用
し
た
産
業
の
育
成
を
図
る
場
合
に
は
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
進
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

七
、
大
麻
の
不
正
な
施
用
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
、
不
正
施
用
の
背
景
に
は
社
会
的
孤
立
等
の
事
情
が
多
く
見
ら
れ
、

犯
罪
者
と
し
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
で
不
正
施
用
に
つ
い
て
周
囲
の
者
に
一
層
相
談
し
づ
ら
く
な
る
旨
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
、

必
ず
し
も
知
識
不
足
で
は
な
く
人
間
関
係
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
拒
否
で
き
ず
に
薬
物
使
用
に
至
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
等
の

指
摘
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
自
発
的
な
参
加
等

を
促
し
、
大
麻
不
正
施
用
者
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
整
備
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
大
麻
不
正
施
用
罪

の
検
挙
・
立
証
に
必
要
な
証
拠
の
研
究
等
の
適
正
な
取
締
り
を
実
施
す
る
た
め
の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。 

八
、
大
麻
乱
用
者
そ
の
他
の
薬
物
事
犯
者
の
薬
物
再
乱
用
の
防
止
の
た
め
、
保
護
観
察
期
間
中
に
お
け
る
治
療
・
支
援
に
つ
な

が
る
た
め
の
働
き
か
け
の
強
化
、
保
護
観
察
期
間
満
了
後
や
満
期
釈
放
後
の
自
発
的
な
地
域
に
お
け
る
治
療
・
支
援
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
の
実
施
、
保
護
観
察
の
付
か
な
い
執
行
猶
予
者
や
起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
治
療
・
支
援
等
に
つ
い



て
、
薬
物
事
犯
者
に
対
す
る
長
期
的
な
支
援
を
目
指
し
て
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
総
合
的
な
取
組
が
な
さ
れ
る
よ
う
検

討
す
る
こ
と
。 

九
、
大
麻
の
乱
用
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
大
麻
の
有
害
性
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
若
年
者
の
視
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
教
育
の
現
場
等
に
お
け
る
分
か
り
や
す
い
乱
用
防
止
の
た
め
の
広
報

啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
こ
と
。 

十
、
我
が
国
の
薬
物
乱
用
対
策
は
、
違
法
薬
物
に
手
を
出
さ
な
い
一
次
予
防
に
重
き
が
置
か
れ
た
結
果
、
薬
物
依
存
症
者
に
対

す
る
差
別
を
助
長
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
に
当
た
っ
て
は
、
一
次
予
防

の
み
な
ら
ず
、
違
法
薬
物
を
使
用
し
て
し
ま
っ
た
者
の
早
期
発
見
及
び
早
期
介
入
並
び
に
早
期
治
療
を
行
う
二
次
予
防
、
薬

物
依
存
症
者
に
対
す
る
再
発
防
止
や
社
会
復
帰
等
を
支
援
す
る
三
次
予
防
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、

啓
発
が
薬
物
依
存
症
者
へ
の
偏
見
を
助
長
し
、
本
人
や
そ
の
家
族
の
孤
立
を
招
い
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ら
の
者
に
配
慮
し
た
啓
発
方
法
の
検
討
を
行
う
こ
と
。 

十
一
、
本
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
大
麻
を
不
正
に
施
用
し
た
若
者
等
を
治
療
や
回
復
、
更
生
に
つ
な
げ
る
と
の
考
え
方
も
踏
ま

え
た
法
運
用
を
行
う
こ
と
。
こ
の
際
、
社
会
復
帰
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
踏
ま
え
て
関
係
機
関
は
適
切
に
対
応
す



る
こ
と
。 

十
二
、
医
療
機
関
・
相
談
支
援
機
関
・
大
学
等
教
育
機
関
に
は
、
違
法
薬
物
の
使
用
等
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
守
秘
義
務

等
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
人
や
そ
の
家
族
等
が
、
直
ち
に
捜
査
機
関
に
通
報
さ
れ
る
と
い
っ
た
不
安
を
抱
く
こ
と
な
く

安
心
し
て
相
談
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
利
用
し
や
す
い
相
談
支
援
体
制
が
整
備
拡
充
さ
れ
る
よ
う
周
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、

薬
物
依
存
症
の
治
療
や
違
法
薬
物
の
使
用
等
に
関
し
て
相
談
で
き
る
機
関
を
分
か
り
や
す
い
形
で
幅
広
く
周
知
す
る
こ
と
。 

十
三
、
麻
薬
中
毒
者
届
出
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
（
障
害

者
政
策
総
合
研
究
事
業(

精
神
障
害
分
野)

）
「
精
神
科
救
急
お
よ
び
急
性
期
医
療
の
質
向
上
に
関
す
る
政
策
研
究
」
に
お

け
る
分
担
研
究
「
精
神
科
救
急
及
び
急
性
期
医
療
に
お
け
る
薬
物
乱
用
お
よ
び
依
存
症
診
療
の
標
準
化
と
専
門
医
療
連
携
に

関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
に
示
さ
れ
て
い
る
「
麻
薬
中
毒
」
の
定
義
の
曖
昧
さ
、
治
療
ア
ク
セ
ス
の
阻
害
、
過
剰
な
人
権

侵
害
が
生
じ
る
危
険
及
び
薬
物
乱
用
の
実
態
と
の
乖
離
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
医
療
関
係
者
に
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
届
出
件
数
も
少
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
同
制
度
の
廃
止
を
検
討
す
る
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


